
５
年
目
を
迎
え
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル

令
和
３
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
藤
枝

中
学
校
区
学
校
運

営
協
議
会(

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル)

も
本
年
度
で
５

年
目
を
迎
え
ま
す
。

５
月
27
日(

火)

、

本
年
度
の
委
員
の

方
々
が
藤
枝
中
学

校
に
集
ま
り
、
第

１
回
学
校
運
営
協

議
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

柳
本
雅
弘(

藤
枝

中
学
校
長)

・
杉
本

好
基(

藤
枝
小
学
校

長)

・
冨
田
文
成

(

藤
枝
中
央
小
学
校

長)

・
中
野
明
子

(

稲
葉
小
学
校
長)

・

富
岡
良
寛(

藤
枝
地

区
自
治
会
代
表)

・

大
塚
克
明(

稲
葉
地

区
自
治
会
代
表)

・

横
井
美
保
子(

藤
枝

交
流
セ
ン
タ
ー
長)

・

小
川
聡(

稲
葉
交
流

セ
ン
タ
ー
長)

・
岩

﨑
豊(
藤
枝
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長)

・
増

田
英
里
（
稲
葉
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）
・

梅
澤
収
（
静
岡
大

学
名
誉
教
授
）
・

堀
井
啓
幸
（
常
葉

大
学
名
誉
教
授
）
・

鈴
木
桂
子
（
清
水

屋
取
締
役
）
・
横

山
秀
雄
（
静
岡
新

聞
相
談
役
）
・
興

津
博
文
・
塚
本
一

弘
（
共
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

以
上
16

名
で
本
年

度
の
学
校
運
営
協

議
会
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

全
学
校
運
営
協
議

会
委
員
参
加
の
下
、

会
長
に
は
藤
枝
地

区
自
治
会
代
表
の

富
岡
良
寛
氏
、
副

会
長
に
は
稲
葉
地

区
自
治
会
代
表
の

大
塚
克
明
氏
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

小
中
４
校
か
ら
各

校
の
学
校
経
営
方

針
が
説
明
さ
れ
協

議
の
中
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル

に
つ
い
て
の
説
明

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
は
学

校
運
営
協
議
会
を

設
置
し
て
い
る
学

校
で
あ
る
こ
と
や

地
域
と
学
校
を
つ

な
ぐ
仕
組
み
で
あ

り
『
協
働
』
が
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
る
法

的
に
位
置
付
け
ら

れ
た
仕
組
み
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
確

認
し
ま
し
た
。

・
小
中
一
貫
教
育

の
横
断
幕
な
ど
の

作
成
費
用
な
ど
に

つ
い
て
の
確
認
を

し
た
い
。

・
地
域
の
子
ど
も

は
地
域
で
育
て
た

い
。

・
地
域
の
歴
史
を

地
域
の
方
々
や
子

ど
も
が
知
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
若
い
世
代

に
伝
え
て
い
か
な

く
て
は
い
け
な
い

と
思
う
。

・
ス
マ
ホ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
使
用
に

よ
り
即
座
に
答
え

を
出
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
中
途

半
端
で
も
分
か
ら

な
い
こ
と
を
悩
む

時
間
も
大
切
な
の

で
は
な
い
か
。

・
少
子
化
が
急
激

に
進
み
社
会
そ
の

も
の
を
考
え
直
し

て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。
子
ど
も

を
育
て
る
と
い
う

こ
と
は
地
域
そ
の

も
の
の
問
題
で
あ

る
。
大
人
が
本
腰

を
入
れ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

・
保
幼
こ
ど
も
園

小
中
の
連
携
が
と

て
も
大
切
で
あ
る
。

・
こ
の
会
に
は
高

い
見
識
を
お
持
ち

の
方
々
が
多
い
の

で
、
そ
の
力
を
形

に
し
て
い
け
る
の

で
は
な
い
か
。
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運営協議会

事務局

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
新
聞

藤
枝
の
市
（
い
ち
）

京
と
鎌
倉
を
往

復
す
る
旅
を
記
し

た
鎌
倉
時
代
の
紀

行
文
『
海
道
記

（
か
い
ど
う
き
）
』

に
は
貞
応
２
年

（
１
２
２
３
年
）

４
月
10
日
の
こ
と

と
し
て
『
藤
枝
の

市
（
い
ち
）
』
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。

藤
枝
に
は
市
場
が

立
ち
、
交
易
す
る

人
々
で
賑
わ
っ
て

い
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

藤
枝
の
市
は
、

鬼
岩
寺
（
寺
伝

で
は
神
亀
３
年

〈
７
２
６
年
〉

創
建
）
の
門
前

に
発
達
し
た
市

と
推
定
さ
れ
、

後
に
江
戸
時
代

の
藤
枝
宿
で
は

｢

木
町｣

に
発
展

し
て
い
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

コラム

学
校
運
営
協
議
会
委
員
紹
介

会
長
・
副
会
長
選
任

学
校
経
営
方
針
の
提
案
と
承
認

委
員
か
ら
の
主
な
意
見


